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本ニュースレターは、特定非営利活動法人女性技術士の会会員のみなさまへ、本会の活動

内容を中心にお知らせいたします。 
第２号では、2009年 10月～2010年 1月の活動内容、会員の受賞について、冊子『行動す
る女性技術士たち―理系は楽しい・おもしろい―』の紹介そして、今後の活動予定をお届

けします。 
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※10月の活動のうち、前回報告できなかったものをあわせて報告します。 
 
 
 
 

 横浜国立大での講演会 
 担当者：酒井一江、角田ふで子 
 日 時：2009年 10月 1日（水） 15：00～17：15 
 協同主体：横浜国立大学工学部物質工学科 JABEE委員会 
 題 名：技術者教育講演会 
 目 的：技術士について理解し、将来の進路として考えてもらう。また、女子学生を
対象にキャリア形成について話し、懇談形式で質疑応答をして将来について考える助

けとしてもらう。今年で３回目であり、技術者教育の最初の講義となっている様子。 
 場 所：横浜国立大学工学部講義棟 

活動内容（2009/10～2010/01） 
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 参加者：【１部】物質工学科３年生約１６０名（うち女性２４名）、先生 
    【２部】女子学生２４名、先生１名 

 活動状況：第１部（15：10～16：10）「技術士制度と修習」日本技術士会修習委員会
顧問の坂本先生による講演。 
第２部（16：15～17：15）は、30分程度、角田が「女性技術者のキャリア形成」とい
うテーマで講演後、酒井の司会で懇談会を行いました。懇談会では、学生さんたち一

人一人の声を聞かせてもらえるよう、自分の長所短所を言ってもらいました。その一

つ一つにコメントをつけ、対話を楽しみました。 

 
 第 3回日韓女性技術士交流会 
 担当者：氷上澄子 
 日 時：2009年 10月 7日（水） 15：00～18：00 
 協同主体：NPO法人女性技術士の会 
 目 的：日韓の女性技術士が集まり、日
韓技術士会議に先立って技術交流をする

目的で 2007年にソウルで第 1回が開催さ
れ、今年で 3回目を迎えました。第 1回
ソウル、第 2回新潟で実施、両国約 10名
の技術士が参加。日本側は女性技術士の

活動を中心に報告しました。 
 場 所：ハイアット リージェンシー インチョン 
 主催者側参加者：岩熊、石田、氷上、中西、広瀬、千木良、木村了、山本、鈴木 
 ゲスト：日韓技術士会の会長と日韓技術士会議の委員長 
 参加者：韓国側は韓国技術士会女性委員会 李孝淑委員長をはじめ 9名 
 活動状況：日本側は石田からWPETFの活動や女性技術士の分野の紹介。また先日総会
で講演していただいた二タ村氏の資料から、日本の子供の理科離れの問題や、大学や大

学院の男女別の履修分野を紹介し、女性は理系の少ないことを紹介しました。韓国は

日韓技術士会議のテーマに沿った地球温暖化防止の低炭素社会、緑色成長についての

報告が奇裕景氏からなされました。その後、衣料技術士の安永禮氏の指導で、端切れ

を用いたコサージュを全員で作製して、翌日の懇親会で着用しました。 
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 第 2回日中韓女性科学技術指導者フォーラム 
 担当者：岩熊まき、井本郁子、木村了、久保奈美 
 日 時：2009年 10月 30日（金）、31日（土） 
 協同主体：東京大学、INWES-Japan 
 目 的：（1）科学技術の発展における女性の役割を、アジア女性の視点から考える。 
（2）東アジアにおける明るい未来に向けて、女性科学技術指導者から提案を行う。 

 活動経緯：昨年度、韓国で開催された第１回フォーラムを受けて、２回目は日本で開
催。任意団体の INWES-Japanが補助を受けることは困難だったため、東京大学の文部
科学省科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」事業により開催に至りまし

た。 
 場 所：東京大学 
 主催者側参加者：東京大学スタッフ、INWES-Japanメンバー（都河明子運営委員長、
「NPO女性技術士の会」は、「日本女性技術者フォーラム」とともに、INWES-Japan
を運営しており、本法人の会員は INWES-Japanのメンバーです。本法人からは、当日
氷上、石田、松村、千木良が出席しました。） 

 ゲスト：高円宮妃久子殿下、濱田純一東大総長、泉紳一郎文部科学省科学技術・学術
政策局長、岡島敦子内閣府男女共同参画局長、中国科学技術者（6名）、韓国科学技術
者（5名） 

 参加者：一般応募者（約 60名） 
 活動状況：10/30 中国・韓国の参加者出迎え。 
海外からのゲスト向け東大キャンパスツアー。 
歓迎会「Welcome Reception」開催 
10/31 午前・午後セッション及びパネルディスカッション開催。親睦会開催。 

 
 

 サイエンスアゴラ ～これからの理系社会 女性の理系能力が「未来」を創る～ 
 担当者：岩熊まき、木村了、久保奈美（その他 INWES-JAPANメンバー） 
 日 時：2009年 11月 1日（日）、2日（月）、3日（火/祝）（11：00～17：00） 
 協同主体：INWES Japan 
 目 的：独立行政法人科学技術振興機構が主催したサイエンスアゴラに出展。 
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（1）日本の未来を担う青少年に向けて、理系進学の必要性、理系職業の楽しさを紹介する。
特に、将来必要となる女性の活躍に関して、第一線で働く先輩女性の姿を紹介し、女子

学生に自分たちの可能性を確認してもらう。 
（2）INWES-Japanを構成する「NPO女性技術士の会」の PR。 

 活動経緯：INWES-Japanからの初めての参加 
 場 所：東京国際交流館 
 主催者側参加者：岩熊まき、木村了、久保奈美 
（その他 INWES-Japanメンバー） 

 参加者：３日の立ち寄り人数約 90名 
 活動状況：日本の理系離れ、技術系への進学・
就職の減少について統計を元に紹介し、理系先

進国としての展望や、進むべき方向をパネル展

示。理系で働く８人の女性の日々の姿を、公私

共に DVDで紹介。高校生向けの進学先と就職方向をパネル展示。理系就職の先に何が
あるのか？等、質問コーナーを開設。当会の活動のＰＲ（ポートフォリオの販売申し込

み・パンフレット配布）。 
 

 第 2回 おもしろいまちづくりシンポジウム 
  テーマ「ぱぱ・まま・こどものおもしろ まち あそび」 

 担当者：酒井一江、木村了 
 日 時：2009年 12月 5（土） 14：00～14：30（17：00～19：00親睦会） 
 協 力：（株）コトブキ 
 目 的：昨年より開催されているまちづくりシンポジウムの第２回目として「子育て
世代が“面白い”と思えるまちづくりとは何か？」をテーマに、シンポジウムを開催。

昨年は第１回目であったため、お披露目的要素が強いシンポジウムでしたが、今回は

シリーズもののスタートという位置づけをもったシンポジウムとして、今後のシリー

ズの牽引に繋がることを期待して実施しました。内容は、子育て・安全・子供の行動

範囲・技術的なまちづくりの４方向からのアプローチ展開とし、各専門家を招いての

開催となりました。更に、女性技術士の会のポートフォリオのお披露目の目的もあっ

たため、シンポジウム終了後、同会場で親睦会を行いました。 
 場 所：コトブキ DIセンター 
 主催者側参加者：岩熊、酒井、石田、廣瀬、青木、氷上、吉川、原田、宮地、角田、
久保、藤井、木村 

 ゲスト：佐藤栄子＜練馬区保育園保育士＞、佐藤国仁＜佐藤Ｒ＆Ｄ (社)日本技術士会
登録 子供の安全研究グループ代表＞、瀬戸口和則＜（株）コトブキ遊具事業推進部

長＞、村岡賢二＜都市再生機構東日本支社設計部 造園設計チームリーダー＞、矢藤

洋子＜市民グループ「みーんなの公園プロジェクト」＞ 
 参加者：一般 12名 
 活動状況： 

14：00  挨拶（岩熊まき） 
14：05  問題提議（酒井一江）「まちにある問題」 
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14：25  講演（瀬戸口和則） 
     子どもにとっておもしろい空間とは 、これがおもしろ遊具ダ！  
15：05  ティーブレイク････お茶とお菓子を楽しみましょう  
15：20  座談会 
  木村了   コーディネーター 
  佐藤栄子  保育士の立場から「子供の喜ぶ街とは」 
  佐藤国仁  子供の安全を守る立場から「子供の周りにある危険」について  
  瀬戸口和則 遊具を作る立場から「子供の行動の意外性と安全」について 
  村岡賢二  まちづくりする立場から「子育てと生活環境」について   
  矢藤洋子  障害者と共に遊べる公園作りを推進する立場から 
        「みんなが楽しめる空間」とは  
16：30  終了 
17：00～ おしゃべりパーティー （親睦会） 
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 女子学生キャリア形成支援講演会「女性技術者の現状と今後の展望」 
 担当者：原田奈美、千木良美由紀（日立技術士会） 
 日 時：2009年 12月 10日（木） 
 協同主体：日立技術士会 
 目 的：福井高専において、専攻科の女子学生を対象に、女性技術者を呼んでキャリ
ア形成支援の講演会を開催することになりました。当 NPOには日立技術士会経由で依
頼があり、原田・千木良が参加しました。 

 場 所：国立福井工業高等専門学校 専攻科 第一講義室 
 参加者：福井高専 女子学生 約 20名、教授・助教 3名 
 活動状況：【千木良】女性技術者一般
に関して、ライフ･ワーク・バランス、

キャリア・デザイン、ライフ･ステー

ジなど、体験を交えて話しました。 
【原田】IT業界での技術職の概要、職
種の定義、キャリアプラン、業界の噂、

自分のケースなどを話しました。 
【Ｑ＆Ａセッション】参加した女子学

生全員と先生２名からの感想、質問等

を受け、原田・千木良が返答、全員と

双方向のやり取りを実施しました。 
 

 一次試験合格祝賀会 
 日時：2010年1月30日（土） 
 活動状況：日本技術士会が
実施した第一次試験合格

者祝賀会にてポスター展

示を行い、活動内容の紹介

等をおこないました。今年

は参加した女性の修習技

術者が 13名と多く、交流
会ではできる限り声をか

けて、コミュニケーション

を図りました。 
 

  

本シンポジウムは、（株）コト

ブキ様のご厚意により、素晴ら

しい会場をお借りして開催する

ことができました。 
（株）コトブキ様、ありがとう

ございました！ 
会場全体風景 キッズルーム 
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 中西利美氏 第 39回日韓技術士会議で表彰 
韓国技術士会会長李庭満氏より、日韓技術士会議実行委員として功績を

たたえ、当会会員の中西利美氏が第 39 回日韓技術士会議で表彰を受け
ました。 
おめでとうございます！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
高校生、理系で学ぶ女子大学生、理系の学部を持つ大学や高専の学生、若い女性技術者を

対象に、進路決定の参考にしてもらうことを目的に発行しました。 
本会会員の 21名の女性技術士たちの職業や働き方、生き方を紹介しています。 

 主な内容 
○ 女性技術士の会及び技術士の紹介 
○ 「私のワーキングキャリア」、「理系を目指した理由」、「技術者の喜び」、「若き
技術者達へ」をテーマとした、21名の女性技術士たちの自己紹介 

 紹介例 
○ 生涯、一コンクリート屋 
○ 私の仕事と生活 
○ 地域計画 think&DOタンク 
○ 私はまちづくりプランナー 
○ 私は環境コンサルタント 
○ 土木技術者から環境技術者へ 
 値 段 １冊 300円 A4版 53ページ ※ 郵送の場合は１冊 500円となります。 
 お問い合わせ・お申し込み先 
○ 女性技術士の会のホームページ（http://www.pej-lady.org/）から 『冊子の注文
はこちら』をクリックしてください 

○ お申し込みには、住所、郵便番号、氏名、メールアドレス、希望冊数をお書きくだ
さい。 

会員の受賞について 

冊子『行動する女性技術士たち―理系は楽しい・おもしろい―』の紹介 
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 第５回技術サロン 
 目 的：日本技術士会所属メンバーで構成するWPETFが
主催する活動です。技術者を目指す女子学生が卒業後の

自分の姿を思い描き、充実したキャリアを積んでいくた

めに、現役の女性技術士と意見交換をする場を提供する

ことを目的としています。 
 日 時：2010年 2月 20日（土）14：00～16：00 
 場 所：（社）日本技術士会葺手（フキデ）第２ビル５
階 Ｃ会議室 

 対 象：JABEE認定課程履修及び技術者を目指す女子学
生 

 内 容：「技術士」資格に関する説明、懇話会（茶話会） 
 参加費：無料 
 定 員：20名 

 申込先：廣瀨由紀 wpetf@pej-lady.org 
 

 
 
ニュースレターについてご意見・ご感想はこちらまで：info@pej-lady.org 

 

今後の活動予定 

みなさまからのご意見・ご感想をお待ちしています！ 


